
令和５年度 算数科 授業改善推進プラン 

大田区立小池小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・意欲的に学習に取り組み、既習事項を活用して課題に対する自分の考えを表現したり、友

達と考えを交流し、その考えを理解しようとしたりする姿が育成された。 

 ・学習効果測定では、どの領域も目標値を上回っており、全体的に学力の定着ができた。 

（２） 課題 

・時間や重さ、分数や小数など量感や抽象的な概念の理解を育む指導を工夫する必要がある。 

 ・文章をよく読んで問われていることに正確に答えることが苦手な児童が見られる。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

【◎…目標値を上回った(＋5以上) ○…目標値と同程度(±0～＋4.9) ▲…目標値を下回った】 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第４学年 ◎ 
  

第５学年 ◎ ◎ 

（第４学年時） 

 

第６学年 ◎ ◎ 

（第５学年時） 

◎ 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

正答率が目標値を上回って

いるが、他の観点に比べると

その割合は低い。長さや重さ

などの領域が、他の領域に比

べ正答率が低い傾向にある。 

正答率が目標値を上回って

いる。２けた×１けたなどの

計算の仕方を説明する問題

は、正答率が低い。文章問題

から、正しい式を立てること

は、できている。 

正答率が目標値を上回って

いる。算数への関心・意欲が

高く、主体的に取り組める児

童が多いと考えられる。 

  

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

正答率が目標値を上回って

いるが、他の観点に比べると

その割合は低い。概数の理解

や、分数と小数の大小比較、

作図などが低い傾向にある。 

正答率が目標値を上回って

いる。四角形の内角の和の求

め方を説明する図形の面積

の求め方を説明する問題の

正答率が低い。  

正答率が目標値を上回って

いる。算数への関心・意欲が

高く、主体的に取り組める児

童が多いと考えられる。 



 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○具体物や半具体物を使っ

たり、簡単な図をかいて考え

たりする活動を取り入れる

ようにする。 

○単元の学習が終了しても、

プリント等を通して継続的

に計算に取り組ませるよう

にする。 

○自分がどのように問題の

式や答えを考えたのかを、言

葉で発表する活動を取り入

れるようにする。 

○友達の考えを紹介したり、

既習事項を活用させたりす

る活動を取り入れるように

する。 

○植物の観察時に長さや高

さを測るなど、実生活と関連

させるようにする。 

○時間の単位を日常生活で

使っていくことの良さに気

付かせ、目盛りを正しく読む

ことの大切さを実感できる

ようにする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○長さや重さなど「測定の領

域では、実際に測定する場面

を設け、その際には見当をつ

けてから測定させるように

する。 

○筆算では、繰り上りや繰り

下がりを書き、検算を行うこ

とで、正確に解けるようにす

る。 

○自分の考えを図や表、言葉

を用いて表現する経験を積

み重ね、説明する力を身に付

けるようにする。 

○要点を意識させ、模範的な

説明の仕方を提示した上で

説明する経験を増やすよう

にする。 

○既習内容を算数の学習だ

けでなく、日常生活や他教科

で活用できる場面を増やす

ようにする。 

○学習内容に合わせて、タブ

レットを効果的に活用した

授業を実施する。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○整数の仲間分けでは、算数

用語を使うように指導する

ことで、数字と言葉を繋げて

いくようにする。 

○小数や分数の計算では、繰

り返し指導することで確実

に力をつけさせるようにす

る。 

○問題文を読み取る際に、数

や量の大きさを正しく捉え

るために、数直線や図に表し

て考えることができるよう

にする。 

○視覚的な情報を与えるた

めに、ICT を活用し思考の手

助けになるようにする。 

○算数が日常の生活や他の

学習で使われている場面を

課題として設定する。 

○既習事項を生かすことで

課題を解決できることに気

付かせるために、学習の振り

返りの時間を意図的に設定

する。 

 


